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て
き
た
。

　

23
年
度
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調

査
を
継
続
す
る
一
方
、
農
林
水
産
業
や
水

産
加
工
、
小
売
り
、
観
光
の
分
野
で
の
地

域
資
源
を
発
掘
。
北
海
道
新
幹
線
や
高
規

格
道
路
の
延
伸
と「
道
の
駅
」の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
も
提
案
し
て
い
く
。
ま
た
夏
に

は
、
札
幌
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
北
海
道
地

域
・
自
治
体
問
題
研
究
所
」（
河
野
和
枝
理

事
長
）に
委
託
し
、
寿
都
町
民
を
対
象
に

し
た
地
域
資
源
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
重
ね
な
が
ら
、

今
秋
に
は「
地
域
振
興
プ
ラ
ン
」の
概
要
版

を
発
行
し
、
年
度
内
に
最
終
案
を
小
冊
子

に
ま
と
め
る
計
画
と
い
う
。

　

こ
の
日
の
議
論
で
は「
夫
婦
共
稼
ぎ
が

常
識
に
な
る
中
で
、
女
性
が
働
く
場
と
し

て
水
産
加
工
の
場
を
新
た
に
創
る
こ
と
が

大
切
」「
岩
宇
４
町
村
の
エ
リ
ア
で
６
次
産

業
化
を
進
め
ら
れ
な
い
か
」「
生
活
に
根
づ

い
た
食
べ
も
の
に
も
焦
点
を
当
て
て
は
ど

う
か
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
原
子

力
マ
ネ
ー
が
ジ
ワ
リ
と
浸
透
す
る
中
で
、

身
近
に
あ
る
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
の
あ
り
方
を
提
案
す
る
た
め
に
、
住
民

ら
の
粘
り
強
い
活
動
が
続
く
。

　

２
０
２
０
年
11
月
に
寿
都
町
と
神
恵
内

村
で“
核
の
ゴ
ミ
”最
終
処
分
場
の
候
補
地

選
定
に
向
け
た「
文
献
調
査
」が
始
ま
り
、

す
で
に
２
年
半
が
経
過
し
た
。
調
査
自
体

は
す
で
に
終
了
し
、
報
告
書
の
作
成
準
備

ま
た
は
作
成
中
の
段
階
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
産
省
や
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
狙

い
は
、
２
町
村
に
拠
点
を
置
い
て「
対
話

の
場
」や
学
習
会
な
ど
を
く
り
返
す
一
方
、

“
核
の
ゴ
ミ
”関
連
施
設
が
立
地
す
る
六
ヶ

所
村
と
幌
延
町
の
視
察
に
地
域
住
民
を
連

れ
出
す
こ
と
な
ど
に
あ
る
。
参
加
し
た
住

民
は
限
定
的
だ
が
、「
徐
々
に
処
分
事
業
が

進
展
し
て
い
る
」と
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
外

に
示
し
、
地
層
処
分
と
い
う
壮
大
な
虚
構

を
糊
塗
す
る
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
、
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
間
、
２

町
村
に
続
き
文
献
調
査
に
応
募
す
る
地
域

は
、
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。

　

立
地
調
査
の
進
展
を
加
速
す
べ
く
政
府

は
今
年
４
月
、“
核
の
ゴ
ミ
”の
最
終
処
分

に
関
す
る
基
本
方
針
を
８
年
ぶ
り
に
改
定

し
た
。
新
方
針
で
は
、「
政
府
一
丸
と
な
っ

て
、
か
つ
政
府
の
責
任
で
、
最
終
処
分
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
」と
し
た
上
で
、

次
の
事
項
を
進
め
る
と
い
う
。

　
①「
関
係
府
省
庁
連
絡
会
議
」お
よ
び

「
地
方
支
分
局
連
絡
会
議
」の
新
設

　
②
国
・
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
・
電
力
の
合
同
チ
ー

ム
の
新
設
と
全
国
行
脚（
１
０
０
以
上
の

自
治
体
を
訪
問
）の
実
施

　
③
国
か
ら
首
長
へ
の
直
接
的
な
働
き
か

け
の
強
化
お
よ
び
関
係
自
治
体
と
の
協
議

の
場
の
新
設

　
④（
文
献
調
査
へ
の
）関
心
地
域
を
対
象

に
、
経
済
団
体
や
議
会
な
ど
に
対
し
て
段

階
的
な
申
し
入
れ
を
行
な
う

　

政
府
が
前
面
に
立
ち
、
権
力
と
札
束
を

ち
ら
つ
か
せ
、
従
来
に
も
増
し
て
無
謀
な

地
層
処
分
政
策
を
推
進
す
る
わ
け
だ
。

　

寿
都
と
神
恵
内
に
続
く
文
献
調
査
の
候

補
地
と
し
て
、
現
時
点
で
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
の
は
長
崎
県
対
馬
市
で
あ
る
。
今

か
ら
15
年
ほ
ど
前
に
一
部
市
議
ら
の
中
で

〝
核
の
ゴ
ミ
〟処
分
場
を
誘
致
す
る
動
き
が

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
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最
終
処
分
地
の
選
定
に
向
け
た「
事
前
調
査
」を
め
ぐ
る
状
況

２
０
２
０
年
11
月
に
後
志
管
内
の
寿
都
町
と
神
恵
内
村
を
対
象
に
始
ま
っ
た“
核
の
ゴ
ミ
”最
終
処

分
場
の
候
補
地
選
定
に
向
け
た「
文
献
調
査
」が
終
わ
り
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。
政
府
は
今
年
４

月
に
地
層
処
分
に
関
す
る
基
本
方
針
を
改
定
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
権
力
と
札
束
を
ち
ら
つ
か
せ
て

立
地
調
査
を
推
進
す
る
方
策
を
示
し
、
長
崎
県
の
対
馬
で
は
文
献
調
査
へ
の
応
募
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
。
ふ
た
つ
の
町
村
が
今
後
、
次
の「
概
要
調
査
」に
向
か
う
の
か
ど
う
か
─
─
住
民
投
票
の
行

方
と
も
絡
ん
で
目
を
離
せ
な
い
。「
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
」を
放
置
し
、
原
発
の
負
の
遺
産
を
増

や
し
た
歴
史
を
追
認
す
る
の
で
は
な
く
、
北
海
道
の
宝
で
あ
る
一
次
産
業
や
観
光
を
軸
に
し
た
地
域

振
興
を
進
め
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

地
層
処
分
は
壮
大
な
虚
構

地
層
処
分
は
壮
大
な
虚
構

国
が
前
の
め
り
に
な
る
中
、
寿
都
と

国
が
前
の
め
り
に
な
る
中
、
寿
都
と

神
恵
内
は
概
要
調
査
に
向
か
う
の
か

神
恵
内
は
概
要
調
査
に
向
か
う
の
か

寿都町の住民グループが開いた地質見学会のひとコマ。道教育大寿都町の住民グループが開いた地質見学会のひとコマ。道教育大
名誉教授の岡村聡さんから寿都湾一帯の「水冷破砕岩」の成り立ち名誉教授の岡村聡さんから寿都湾一帯の「水冷破砕岩」の成り立ち
などを学び、処分場として適さない地質が広がっていると再認識。などを学び、処分場として適さない地質が広がっていると再認識。
この問題は立地調査をめぐる争点のひとつになる（2022 年６月）この問題は立地調査をめぐる争点のひとつになる（2022 年６月）

　

泊
原
発
の
地
元
４
町
村（
岩
内
町
、
共

和
町
、
泊
村
、
神
恵
内
村
）の
住
民
団
体

や“
核
の
ゴ
ミ
”最
終
処
分
地
の
事
前
調
査

で
揺
れ
る
寿
都
町
の
住
民
ら
が
進
め
る
、

原
子
力
マ
ネ
ー
に
頼
ら
な
い
地
域
づ
く
り

の
活
動
が
２
年
目
に
入
っ
た
。

　

５
月
21
日
、
泊
原
発
立
地
４
町
村
住
民

連
絡
協
議
会
が
岩
内
町
内
で
開
い
た「
原

発
関
連
交
付
金
・
税
に
頼
ら
な
い
地
域
振

興
プ
ラ
ン
」の
作
成
委
員
会
。
座
長
を
務

め
る
北
海
学
園
大
名
誉
教
授
の
小
田
清
さ

ん
が
、
こ
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
た
。

「『
振
興
プ
ラ
ン
』の
冊
子
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
つ
く
り
住
民
や
自
治
体
、
議
員
ら
に

配
布
し
、
自
分
た
ち
で
地
域
を
創
っ
て
い

く
雰
囲
気
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
原

子
力
マ
ネ
ー
が
地
域
を
支
配
す
る
中
で

の
調
査
は
な
か
な
か
難
し
い
と
感
じ
た
。

寿
都
町
に
は『
地
域
資
源
が
あ
り
な
が
ら
、

核
ゴ
ミ（
交
付
金
）に
傾
斜
す
る
』と
い
う

構
図
が
あ
り
、（
こ
の
話
題
は
タ
ブ
ー
視
さ

れ
て
）町
民
か
ら
の
意
見
聴
取
は
か
な
り

困
難
な
こ
と
で
し
た
」

　

そ
れ
で
も
福
井
県
美
浜
町
議
の
松
下
照

幸
さ
ん
の
講
演
会
や
、「
原
発
に
頼
ら
な

い
町
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
今
あ
る

「
地
域
資
源
」を
ま
と
め
る
作
業
を
続
け
て

き
た（
22
年
８
・
11
月
号
を
参
照
）。

　

岩
宇
４
町
村
と
寿
都
町
で
は
ニ
シ
ン
漁

の
時
代
が
長
く
、
獲
れ
た
ニ
シ
ン
を
保
管

し
た
袋ふ
く
ろ
ま澗
や
番
屋
、
神
社
、
岩
内
の
老
舗

商
店
な
ど
歴
史
的
な
地
域
遺
産
が
多
い
。

ま
た
、
木
田
金
次
郎
や
西
村
計
雄
ら
の
美

術
館
も
あ
り
、「
し
り
べ
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ロ
ー
ド
」の
企
画
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

22
年
度
の
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
地
域

資
源
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
作
業
を
続
け

地
域
資
源
を
発
掘
す
る
営
み
を
続
け

「
原
子
力
マ
ネ
ー
」に
頼
ら
ぬ
地
域
へ

新
方
針
で
立
地
調
査
の
進
展
を
加
速

カ
ギ
を
握
る
長
崎
県
対
馬
市
の
動
向

岩宇４町村と寿都町の住民らが続ける「地域づく
りプラン」の検討委（５月 21 日、岩内町内で）
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「概要調査まで進むべき」との立場を示す片岡雄町長（21 年 10 月、寿都町長選の最終日）

岩内町の高台から望む泊原発。「原子力マネー」に
頼らない地域づくりには課題が山積している

あ
っ
た
が
、
市
議
会
は
反
対
決
議
を
可
決

し
、
い
っ
た
ん
鎮
静
化
し
た
。
し
か
し
、

誘
致
機
運
は
く
す
ぶ
り
続
け
、
今
年
５
月

中
旬
に
は
地
元
商
工
会
の
理
事
会
が
文
献

調
査
の
受
け
入
れ
検
討
を
求
め
る
請
願
提

出
を
決
定
。
建
設
業
関
係
の
団
体
も
同
様

の
請
願
提
出
を
決
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
住
民
グ
ル
ー
プ
や
水
産

加
工
と
漁
協
青
壮
年
部
の
協
議
会
な
ど
５

団
体
が
６
月
２
日
、
文
献
調
査
に
応
募
し

な
い
よ
う
求
め
る
文
書
を
比
田
勝
尚
喜
市

長
に
提
出
し
た
。
６
月
の
市
議
会
で
応
募

の
可
否
が
審
議
さ
れ
る
見
込
み
だ
が
、
最

後
は
市
長
の
判
断
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

対
馬
市
が
今
後
、
調
査
に
応
募
す
る
方

向
に
進
む
な
ら
ば
、
政
府
や
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は

「
処
分
地
選
定
の
道
筋
が
整
っ
て
き
た
」と

捉
え
、
前
述
の
立
地
戦
略
を
加
速
さ
せ
る

だ
ろ
う
。
道
民
と
し
て
も
、
対
馬
の
動
き

か
ら
目
を
離
せ
な
い
状
況
が
続
く
。

　

文
献
調
査
に
応
募
す
る
地
域
が
増
え
れ

ば
、
道
内
２
自
治
体
で
の
概
要
調
査
に
向

け
た
下
地
が
で
き
る
。
す
で
に
政
府
と
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
よ
り
、
文
献
調
査
報
告
書
の
公

告
・
縦
覧
と
説
明
会
の
開
催
→
住
民
意
見

の
募
集
→
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
見
解
の
作
成
→

概
要
調
査
地
区
の
選
定
に
向
け
た「
実
施

計
画
」の
変
更
申
請
─
─
と
い
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
過
程

で
鈴
木
直
道
知
事
と
２
町
村
長
か
ら
意
見

を
聞
く
こ
と
に
な
る
。

　

鈴
木
知
事
は
20
年
以
降
、
文
献
調
査
に

反
対
の
意
思
を
示
し
、
現
時
点
も
概
要
調

査
に
賛
成
す
る
姿
勢
は
見
せ
て
い
な
い
。

寿
都
町
の
片
岡
春
雄
町
長
は
６
選
を
果
た

　

最
終
処
分
場
の
立
地
選
定
で
は
、
第
１

段
階
の「
文
献
調
査
」が
寿
都
町
と
神
恵
内

村
で
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
２

年
間
と
さ
れ
た
調
査
期
間
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

が
引
き
延
ば
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
が
作
成
さ
れ
る
と
、
公
告
縦
覧

や
説
明
会
の
開
催
、
住
民
意
見
の
募
集
、

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
見
解
作
成
と
い
う
手
続
き
を

踏
み
ま
す
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
国
に

対
し
て
最
終
処
分
法
に
基
づ
く
実
施
計
画

の
変
更
申
請
を
行
な
い
、
国
は
知
事
と
町

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

村
長
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。「
住
民
意
見
の
募
集
」に
対
し
、

（
多
く
の
人
が
）問
題
点
を
指
摘
す
る
意
見

書
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

寿
都
町
に
は
、
町
長
が
意
見
を
述
べ
る

前
に
住
民
投
票
を
行
な
う
条
例
が
あ
り
、

そ
こ
で
反
対
の
結
果
が
出
る
よ
う
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
北
海
道
知
事
も
今

の
と
こ
ろ「
反
対
す
る
」と
表
明
し
て
お
り
、

手
続
き
は
前
進
し
ま
せ
ん
。

　

国
は
こ
れ
ま
で
、「
知
事
が
反
対
の
場
合
、

処
分
地
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
か
ら
外
れ
る
」

と
も
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
知

事
の
意
見
表
明
後
、Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る「
実

施
計
画
の
変
更
申
請
」を
店
晒
し
に
し
て

お
く
と
、
民
意
が
変
わ
っ
た
時
に
、
い
き

な
り「
概
要
調
査
の
実
施
」と
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
変
更
計
画
を
き
ち
ん
と「
不
承
認
」

に
し
て
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
差
し
戻
す
な
ど
の
監

視
が
必
要
で
す
。

「
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
」と
批
判
さ
れ

て
き
た
原
発
に
回
帰
す
る
た
め
に
、
廃
棄

物
の
最
終
処
分
対
策
が
進
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
こ
と
が
重
要
─
─
と
原
子
力
推

進
派
は
考
え
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

寿
都
町
や
神
恵
内
村
の
調
査
に
つ
い
て
、

知
事
意
見
を
聞
く
機
会
を
先
延
ば
し
に
し

て
、
反
対
意
見
で
次
の
段
階
に
進
め
な
く

な
る
前
に
、
他
の
候
補
地
で
調
査
を
開
始

し
よ
う
と
狙
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寿
都

町
長
も
、
住
民
投
票
の
条
件
と
な
る（
町

民
対
象
の
）勉
強
会
の
開
催
は「
他
の
地
域

が
出
て
き
て
か
ら
」と
述
べ
、
国
を
牽
制

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
国
は
、
自
治
体
な
ど
へ
の
働
き

か
け
を
強
化
す
る
た
め
、
最
終
処
分
法
に

基
づ
く「
基
本
方
針
」を
改
悪
し
、
地
元
電

力
会
社
と
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
百
以
上
の
自

治
体
へ
の
全
国
行
脚
、
関
心
を
有
す
る
主

張
と
の
協
議
の
場
の
新
設
、
経
済
団
体
や

議
会
関
係
者
へ
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
な

う
─
─
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
間
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
働
き
か
け

に
よ
っ
て
、
宮
崎
県
の
木
城
町
議
会
や
、

長
崎
県
対
馬
市
で
商
工
会
な
ど
が
調
査
へ

の
関
心
や
処
分
場
誘
致
の
動
き
を
見
せ
る

な
ど
、
寿
都
や
神
恵
内
に
続
く
第
３
、
第

４
の
調
査
地
点
を
め
ぐ
る
動
き
が
こ
れ
か

ら
本
格
化
す
る
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
不
穏
な
動
き
を
察
知
す
る
た
め

に
も
自
治
体
行
政
や
議
会
の
動
向
に
関
心

を
払
い
、
情
報
公
開
の
徹
底
な
ど
を
求
め

続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
交
付
金
の
誘

惑
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
自
立
し
た「
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
」の
議
論
も
必
要
で

す
。　
　
　
（
５
月
27
日
、
札
幌
市
内
で
）

“
核
ゴ
ミ
交
付
金
”の
誘
惑
に
負
け
ず

「
立
地
調
査
」の
動
き
を
監
視
し
よ
う

　

岸
田
政
権
は
、
一
向
に
実
現
す
る
見
込

み
の
な
い
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
竣
工
な

ど
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
に

多
く
を
保
管
中
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物（
核
の
ゴ
ミ
）に
つ
い
て
は
、
国
主
導
で

自
治
体
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
、

関
心
を
示
す
地
域
に
対
す
る
段
階
的
な
申

し
入
れ
を
具
体
化
さ
せ
、
最
終
処
分
地
の

調
査
を
進
め
る
─
─
と
し
て
い
ま
す
。

「
ど
う
す
る
原
発
の
ご
み
？ 

全
国
交
流
集
会
」末
田
一
秀
さ
ん
の
基
調
報
告
か
ら

（すえだ・かずひで）1957 年生まれ。1980
年～ 2017 年の間、大阪府職員として環境
行政に従事。各地の脱原発運動や消費者運
動にも参画。現在、「はんげんぱつ新聞」編
集長

し
た
一
昨
年
に
概
要
調
査
の
必
要
性
を
説

き
、
神
恵
内
村
の
高
橋
昌
幸
村
長
は
道
の

判
断
に
寄
り
添
う
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　

今
後
の
焦
点
は
、
概
要
調
査
の
実
施
の

是
非
を
問
う
寿
都
町
の
住
民
投
票
を
め
ぐ

る
動
向
だ
ろ
う
。

　

文
献
調
査
問
題
が
浮
上
し
た
20
年
の
11

月
、「
子
ど
も
た
ち
に
核
の
ゴ
ミ
の
な
い
寿

都
を
！ 

町
民
の
会
」が
住
民
投
票
条
例
の

制
定
を
直
接
請
求
し
た（
直
後
の
町
議
会

で
否
決
）。
21
年
３
月
に
な
る
と
住
民
団

体
の
条
例
案
に
反
対
し
た
片
岡
町
長
が

「
精
密
調
査
前
の
住
民
投
票
」の
条
例
制
定

を
議
会
に
上
程
。
議
会
側
が
修
正
を
加
え

た
結
果
、「
概
要
調
査
お
よ
び
精
密
調
査
」

の
是
非
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定

に
至
っ
た
─
─
と
い
う
顛
末
が
あ
る（
21

年
12
月
号
を
参
照
）。

　

現
条
例
に
は
、
有
権
者
に
よ
る
投
票
率

が
50
％
以
下
の
場
合
は「
開
票
を
行
な
わ

な
い
」（
第
３
条
）と
の
条
文
が
あ
る
た
め
、

「
組
織
的
な
投
票
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
投
票
率

が
下
が
り
、開
票
さ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
声
も
聞
く
。

　

実
施
時
期
は
最
終
処
分
法
に
基
づ
い
て

首
長
が
意
見
を
述
べ
る
前
に
な
る
が
、
町

の
本
年
度
予
算
に
は
住
民
投
票
の
関
連
経

費
が
計
上
さ
れ
ず
、
片
岡
町
長
は
時
期
を

明
言
し
て
い
な
い
。
今
年
10
月
に
行
な
わ

れ
る
町
議
選
を
軸
に
、「
住
民
投
票
と
セ
ッ

ト
で
」「
そ
の
後
に
単
独
で
」な
ど
の
見
方

も
あ
る
が
、
町
長
の
胸
先
三
寸
で
決
ま
る
。

す
で
に
水
面
下
で
町
議
選
の
候
補
擁
立
に

向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
て
お
り
、
前
出
の

対
馬
で
の
文
献
調
査
を
め
ぐ
る
状
況
や
、

経
産
省
・
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
意
向
も
絡
ん
で
不

透
明
な
展
開
に
な
っ
て
き
た
。

　

い
っ
た
ん“
核
の
ゴ
ミ
”処
分
関
連
施
設

を
受
け
入
れ
る
と
泥
沼
に
は
ま
り
、
原
子

力
マ
ネ
ー
に
頼
る
地
域
に
な
る
こ
と
は
、

40
年
間
に
お
よ
ぶ
幌
延
町
で
の
経
緯
を
見

れ
ば
明
ら
か
だ
。
一
人
ひ
と
り
の
道
民
が

し
っ
か
り
足
元
を
見
す
え
、
北
海
道
の
宝

で
あ
る
一
次
産
業
や
観
光
を
軸
に
し
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
原
点
に
立
ち

返
り
、
賢
明
な
判
断
を
示
し
て
ほ
し
い
。

申
請
の
不
承
認
と
住
民
投
票
が
鍵

他
の
地
域
で
も
調
査
開
始
を
狙
う

「
概
要
調
査
」前
に
地
元
意
見
を
伝
達

焦
点
に
な
る
寿
都
町
で
の
住
民
投
票


